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歴史民俗資料館だより
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小
学
生
や
中
学
生
の
机
の
上
に
は
「
地
球
儀
」
や
「
世
界
地
図
」「
日
本
地
図
」
が
備
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
眺
め
な
が
ら
、
早
く
か
ら
視
野
を
広

げ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
出
し
て
あ
げ
よ
う
と
の
親
心
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
天
保　

年
（
１
８
４
０
）
か
ら
同　

年
に
か
け
て
水
戸
藩
が
行
っ

１１

１３

た
検
地
に
と
も
な
っ
て
作
成
さ
れ
た
村
絵
図
「
菅
谷
村
全
図
」
で
す
。

　

検
地
は
、
土
地
所
有
者
の
明
確
化
と
課

税
の
公
平
化
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
村
絵
図
は
、
菅
谷
の
船
橋
梅
様
か

ら
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
若
林
村

（
常
陸
大
宮
市
）の
絵
師
亘�
幽
喜
左
衞
門

が
描
い
た
も
の
で
す
。

　

絵
図
は
原
則
と
し
て
藩
用
と
村
用
の
２

冊
が
作
成
さ
れ
、
地
元
や
周
辺
村
々
の
絵

師
や
庄
屋
な
ど
が
描
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
菅
谷
村
全
図
」
の
作
者
亘�
幽

は
、
水
戸
藩
の
絵
師
萩
谷�
喬
に
学
び
写

実
的
な
画
を
得
意
と
し
ま
し
た
。

　
�
幽
は
、
菅
谷
村
の
ほ
か
に
湊
村
（
ひ

た
ち
な
か
市
）、
小
祝
村
・
鷲
子
村
（
常
陸

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

大
宮
市
）、
馬
頭
村
（
那
珂
川
町
）
な
ど
の

絵
図
も
描
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
先
に
市
史
編
さ
ん
委
員
会
か
ら

『
那
珂
町
の
近
世
村
絵
図
』
が
刊
行
さ
れ
、

そ
こ
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。菅谷村絵図　亘 幽画　年不明　手書・手彩　１００．２４×５９．５cm
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菅
谷
村
の
地

菅
谷
村
の
地
勢勢

��
�
�
�

　

こ
の
天
保
検
地
の
結
果
を
示
す
「
菅
谷
村
検
地
帳
」
は
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
出
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
当
時
の
地
質
の
等
級
（
上
田
・
中
田
・
下
田
・
下
々
田
の
４
等
級
）
や
人
口

な
ど
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
初
め
寛
永　

年
（
１
６
３
５
）
の
石
高
は

１２

菅
谷
村
が
１
０
１
７
石
余
（
外
に
３
８
０
石
弱
の
新
田
）、
福
田
村
が
６
３
９
石
余
（
外
に

１
石
６
斗
余
の
新
田
）
で
し
た
。

　

現
在
の
市
域
で
は
戸
村
が
３
１
５
０
石
弱
で
最
も
多
く
、
飯
田
村
の
１
２
０
０
石
余
が

次
い
で
い
ま
し
た
。

　

文
化
４
年
（
１
８
０
７
）
に
作
成
さ
れ
た
『
水
府
志
料
』
に
は
戸
数
２
１
７
軒
と
あ
り

ま
す
。
ま
た
大
正　

年
（
１
９
２
２
）
の
菅
谷
村
（
菅
谷
・
福
田
）
の
人
口
は
３
４
４
１

１１

人
、
戸
数
は
７
０
５
軒
で
し
た
。

　
「
菅
谷
村
全
図
」か
ら
見
る
と
、
村
の
北
西
部
か
ら�
鷺��
内�
に
か
け
て
は
広
く「
①
御
立
林
」

さ
ぎ 
う
ち

（
藩
有
林
）
が
あ
り
ま
す
。

　

北
部
の
杉
村
隣
接
地
に
は
「
②
杉
原
広
し
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
村
内
全
体
に
も
林
の

�
塊�
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

か
た
ま
り

��
�
�
�
�

　

菅
谷
地
域
は
平
地
林
が
多
か
っ
た
だ
け
に
湧
水
も
豊
か
で
あ
っ
た
上
、
江
戸
時
代
に

入
っ
て
か
ら
の
新
田
開
発
に
伴
っ
て
造
成
さ
れ
た
溜
池
も
多
い
こ
と
が
特
色
の
一
つ
で

す
。
③
両
宮
（
鹿
島
社
と
八
幡
社
）
の
溜
池
（
通
称
「
宮
の
池
」）
が
最
大
で
、
流
域
に
は

東
方
の
④
竹
ノ
内
溜
池
や
正
覚
寺
池
と
合
流
す
る
水
系
が
開
発
さ
れ
た
水
田
が
広
が
っ
て

い
ま
す
（
両
宮
水
系
）。

　

福
田
村
に
隣
接
し
た
⑤
溜
池
（
一
ノ
関
）
か
ら
南
方
に
広
が
る
水
田
に
は
大
井
川
（
源

流
は
戸
崎
洞
前
溜
池
、
後
台
橋
か
ら
下
流
は
早
戸
川
と
な
る
）
が
中
央
や
周
辺
部
を�
縫�
っ

ぬ

て
い
ま
す
。

　

⑥
江
向
溜
池
・
⑦
高
内
溜
池
両
水
系
か
ら
の
水
田
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
「
高
野
館
跡
」（
中
宿
東
）
や
「
軍
司
館
跡
」（
仲
の
房
東
）
な
ど
の
発
掘
調
査

結
果
か
ら
見
る
と
、
菅
谷
村
の
水
位
は
か
な
り
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
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村
の
中
央

村
の
中
央
部部

��
�
�
�

　

棚
倉
街
道
上
町
・
下
町
通
り
に
挟
ま
れ

た
中
央
部
を
南
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。

　

字
「
堀
の
内
」
の
東
に
字
「�
鍬��
柄�
」
が

く
わ 
か
ら

あ
り
、
そ
の
地
域
に
広
い
鎮
守
の
森
（
宮

山
）
を
持
っ
た
「
⑧ 
八 はち 
竜 

り
ゅ
う 
神 
（
社
）」
が

じ
ん

見
え
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
水
戸
藩
の
２
代
藩
主
光
圀

（
義
公
）
の
社
寺
改
革
に
よ
り
、
上
宿
に

あ
っ
た
両
宮
の
一
方
で
あ
る
八
幡
社
が
廃

止
さ
れ
、
新
た
に
八
竜
神
社
を
こ
こ
に

祀
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
上
宿
・
中
宿
周
辺
住
民

は
鹿
島
社
を
中
心
に
信
仰
を
高
め
、
下
宿

周
辺
の
住
民
は
八
竜
神
社
を
中
心
に
ま
と

ま
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
両
者
が
互

い
に
対
立
す
る
こ
と
が
多
く
菅
谷
村
は
永

く
混
迷
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
見
た
９
代
藩

主
斉
昭
（
烈
公
）
は
、

強
権
を
持
っ
て
鹿
島

社
・
八
竜
神
の
双
方
を

廃
止
し
、
安
政
４
年

（
１
８
５
７
）
新
た
に

鹿
島
神
宮
か
ら
勧
請
し

て
「
菅
谷
鹿
島
神
社
」

を
現
在
地
に
建
立
、
こ

れ
を
も
っ
て
菅
谷
村
住

民
の
統
一
を
図
っ
た
の

が
、
今
か
ら
１
５
８
年

前
の
こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、
八
竜
神
は
下

宿
の
人
々
に
よ
っ
て
、

現
在
も
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
絵
図
の
北
方
に
街
道
や
あ
ぜ
道

で
区
切
ら
れ
６
個
に
分
か
れ
た
池
（
両
宮

池
）
が
見
え
ま
す
が
、
そ
こ
に
大
き
く
突

き
出
た
「
両
宮
御
林
」
の
森
の
中
に
見
え

る
の
が
「
⑨
鹿
島
社
」
で
す
。

　

そ
の
手
前
に
は
池
に
囲
ま
れ
た
⑩
弁
天

社
も
見
え
ま
す
。

　

池
を
渡
っ
て
鹿
島
社
ま
で
の
長
い
参

道
、
往
時
の
姿
が
偲
ば
れ
ま
す
。

��
�
�
�

　

ほ
と
ん
ど
の
館
跡
は
森
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
。
戦
国
時
代
が
終
わ
り
徳
川
氏
の

時
代
に
な
る
と
館
主
一
家
は
館
か
ら
出
さ

れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
か
ら
、
そ
の
跡
は
植

林
な
ど
を
含
め
て
自
然
と
山
林
な
ど
に

な
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

⑪
堀
の
内
館　

大
和
田
主
水
の
屋
敷
と

さ
れ
、
現
在
は
そ
の
中
央
を
国
道
３
４
９

号
の
バ
イ
パ
ス
が
縦
貫
し
て
い
ま
す
。

　

延
命
院
は
こ
の
地
域
に
あ
り
ま
し
た

が
、
後
に
中
宿
に
移
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
街
道
西
側
奥
に
堀
か
水
路
と
思
わ

れ
る
跡
が
あ
り
、
磯
崎
館
跡
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
が
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

⑫
平
野
小
六
館　

字
小
六
内
に
あ
る
比

較
的
大
き
な
森
は
、
西
之
内
の
森
と
併
せ

て
大
き
な
森
の�
塊�
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
た
ま
り

　

こ
れ
は
現
在
鹿
島
台
団
地
と
な
っ
て
い

る
所
で
す
。
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⑬
中
宿
東
館　

常
運
寺
脇
（「
ひ
だ
ま

り
」
東
）
に
あ
っ
た
高
野
丹
後
の
屋
敷
跡
、

宅
地
造
成
の
た
め
に
発
掘
調
査
が
な
さ
れ

た
際
に
は
み
ご
と
な�
水��
堀�
が
出
現
し
ま
し

み
ず 
ほ
り

た
。

　

⑭
地
天
館　

飛
田
右
角
通
高
の
屋
敷
、

地
天
の
森
に
堀
や
土
塁
が
残
っ
て
い
ま
す

が
、
都
市
計
画
道
路
が
縦
貫
す
る
た
め
平

成　

年
度
に
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
ま
し

２６
た
。
古
墳
時
代
の
住
居
跡
も
あ
り
、「
子
持

ち
曲
玉
」
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

⑮
仲
の
房
館　

地
天
館
跡
西
方
に
正
覚

寺
（
浄
土
真
宗
）
が
見
え
ま
す
。

　

こ
こ
が
館
跡
で
関
口
左
衛
門
尉
の
屋
敷

で
し
た
。

　

⑯
仲
の
房
東　

地
天
館
と
仲
の
房
館
と

の
間
の
森
に
あ
り
軍
司
筑
後
守
の
住
ま
い

で
し
た
。

　

二
重
・
三
重
の
高
い
土
塁
と
堀
が
め
ぐ

ら
さ
れ
た
大
き
な
館
跡
で
し
た
が
、
宅
地

造
成
の
た
め
に
平
成　

年
度
に
発
掘
調
査

２５

が
な
さ
れ
、
こ
こ
も
水
堀
で
あ
っ
た
こ
と

が
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

⑰
高
内
館　

こ
こ
は
宮
田
掃
部
助
の
屋

敷
跡
と
さ
れ
、
南
側
半
分
は
開
発
さ
れ
て

水
田
化
し
て
い
ま
す
が
、
東
・
北
部
に
残

る
深
い
堀
跡
は
み
ご
と
で
す
。

　

や
が
て
、
こ
の
一
部
も
都
市
計
画
道
路

が
縦
貫
す
る
予
定
で
す
。

　

⑱
竹
ノ
内
館　

両
宮
水
系
の
東
側
、
両

宮
池
と
竹
之
内
溜
池
に
挟
ま
れ
た
森
が
藤

咲
丹
後
（
一
ノ
関
藤
咲
丹
後
の
嫡
子
と
推

定
さ
れ
る
）
の
屋
敷
跡
で
す
。

　

今
は
開
発
さ
れ
て
跡
形
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　
（
鷺
内
館
跡
は
後
編
で
記
述
）

ま
と
ま
と
めめ

　

菅
谷
村
に
あ
っ
た
多
く
の
館
は
、
寄
居

の
平
野
氏
を
中
心
と
し
た
も
の
の
よ
う

で
、
水
戸
城
を
支
配
し
て
い
た
江
戸
氏
の

家
臣
団
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
菅
谷
地
域
は
北
の

額
田
氏
と
南
の
江
戸
氏
と
の
境
界
に
当
た

り
、
か
な
り
緊
張
し
た
生
活
が
続
い
て
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は

紛
争
も
な
く
、
地
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

か
な
り
水
田
開
発
が
進
ん
で
落
ち
着
い
た

生
活
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
地
域
に
は
寄
居
・
京
塚
・
地
天
な

ど
に
広
く
古
墳
群
も
存
在
し
ま
す
。

　

寄
居
平
野
館
跡
西
方
の
石
尊
宮
遺
跡
か

ら
は
旧
石
器
も
出
土
し
て
い
ま
す
の
で
、

周
囲
の
水
源
を
利
用
し
た
古
代
人
が
早
く

か
ら
住
ん
で
い
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。

※
皆
様
の
お
持
ち
の
土
地
が
館
跡
で

あ
っ
た
り
、
地
下
に
埋
蔵
文
化
財

（
遺
跡
）が
存
在
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
　

そ
の
場
合
の
土
地
開
発
に
は
事
前

に
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
歴
史

民
俗
資
料
館
）
へ
の
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す

歴
史
民
俗
資
料
館

�
２
９
７
・
０
０
８
０
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